
平
成
十
八
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
御
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
当
協
会
が
主
催
い
た
し
ま
し
た
、
講
演
会
・
学
習
会
を
は
じ
め
恒
例
の

研
修
旅
行
な
ど
の
諸
行
事
に
対
し
、
皆
様
方
か
ら
多
大
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
当
協
会
の
活
動
も
各
方
面
よ
り
注
目
を
浴
び
、
昨
年
度
の
県
市

内
外
よ
り
の
来
訪
者
は
約
三
千
八
百
人
を
数
え
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
以
来
発

刊
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
特
集
「
な
が
さ
き
の
空
」
も
本
年
で
第
十
七
集
と
な
り
ま

す
。今

年
も
「
長
崎
学
」
を
中
心
に
、
長
崎
の
歴
史
文
化
を
研
究
し
、
地
域
文
化
の
発

展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

戌
（
イ
ヌ
）
年
に
よ
せ
て

越
中
　
哲
也

新
玉
あ
ら
た
ま

の
年
た
ち
か
え
り
　
一
万
は
九
つ
　
筥は
こ

王
は
七
つ
に
ぞ
な
り
に
け
り
…
…
曽

我
物
語
の
中
の
文
章
で
あ
る
。
私
は
正
月
に
な
る
と
何
故
か
此
の
文
章
を
何
時
も
思

い
だ
す
。

さ
て
、
今
年
は
旧
暦
で
い
う
と
丙
戌

へ
い
じ
ゅ
つ

の
年
と
な
る
。
我
が
国
で
は
之
を
「
ヒ
ノ

エ
・
イ
ヌ
の
年
」
と
呼
ん
で
い
る
。
丙
の
文
字
は
中
国
の
暦
法
で
十
干
の
一
つ
で
あ

り
、
戌
は
十
二
支
の
一
つ
で
、
こ
の
干
支
を
組
み
合
わ
せ
て
中
国
の
暦
法
は
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
中
国
の
暦
法
は
甲
子
の
年
を
出
発
の
年
と
し
、
一
周
す
る
と
六
十
年
を

要
し
、
六
十
一
年
目
を
還
暦
と
言
い
、
祝
い
日
と
し
て
い
る
。

十
二
支
と
は
、
子し

・
丑
ち
ゅ
う

・
寅い
ん

…
の
文
字
を
あ
て
、
更
に
十
二
の
文
字
に
は
動
物

を
あ
て
、
子
は
鼠
、
丑
は
牛
、
寅
は
虎
…
と
し
て
示
し
て
い
る
。
何
故
子
が
鼠
に
、

丑
が
牛
に
な
っ
た
か
と
言
う
事
に
つ
い
て
は
、
孔
子
の
時
代
よ
り
す
で
に
其
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
其
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
と
言
う
。

之
の
中
国
の
暦
法
が
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
、
本
格
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
一
四
〇
〇
年
前
の
明
日
香

あ

す

か

時
代
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

一

中
国
の
暦
法
を
使
っ
て
戌
じ
ゅ
つ

年
と
な
る
の
は
平
成
十
八
年
一
月
二
十
九
日
が
旧
暦

（
中
国
暦
）
の
一
月
一

日
と
な
る
の
で
、
そ

れ
ま
で
は
酉ゆ
う

（
ト
リ
）

年
で
あ
る
と
い
う
。

次
に
戌
じ
ゅ
つ

の
文
字
を

考
え
て
み
よ
う
。
本

来
戌
の
文
字
は
十
二

支
の
一
つ
で
天
体
と

関
連
が
あ
る
。
其
の

二
、
三
を
説
明
す
る

と
、
子し

（
ね
ず
み
）

は
春
の
滋し

を
あ
ら
わ

し
、
次
第
に
成
長
し

卯ぼ
う

（
う
さ
ぎ
）
と
な

り
、
未み

（
ひ
つ
じ
）

は
万
物
成
長
し
滋
味

あ
り
、
酉ゆ
う

（
と
り
）

は
飽
と
韻
が
通
じ
万

物
で
き
あ
が
る
。
戌

じ
ゅ
つ

は
、
脱
ま
た
減
と
韻
通
じ
実
を
拂
い
落
し
、
亥が
い

（
い
の
し
し
）
は
核
に
通
じ
次
年
の

核
を
残
す
と
説
明
し
て
あ
る
。

そ
の
「
戌
」
の
文
字
に
あ
て
ら
れ
た
動
物
は
犬
で
あ
る
。
そ
こ
で
中
国
で
暦
に
関

す
る
か
ぎ
り
「
戌
」
の
文
字
を
犬
年
と
解
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
犬
の
文

字
を
た
ず
ね
諸
橋
先
生
の
大
漢
和
辞
典
の
犬
偏
を
み
る
と
、
其
処
に
は
先
ず
犬
の
古

字
は
�
と
句
の
組
み
合
わ
せ
て
作
る
と
あ
る
。
�
は
犬
の
型
よ
り
き
て
お
り
古
字
は

犬
、
そ
れ
に
音
を
あ
ら
わ
す
句こ
う

の
文
字
を
つ
け
狗こ
う

と
な
っ
た
と
記
す
。

ま
た
、
犬
の
種
類
に
よ
っ
て
犬
の
文
字
が
あ
る
と
い
う
。
其
の
一
例
を
あ
げ
て
み

る
こ
と
に
し
た
。

頭
は
黒
で
体
は
黄
色
の
犬
　
し
ゅ

。
虎
を
お
う
犬
　
へ
い

。
雑
毛
の
犬
　
か
う

。
尾
の
短

い
犬
　
　
。
人
に
か
み
つ
く
犬
　
　
。
短
い
尾
の
犬
　
て
う

。
強
い
犬
（
狂
犬
）

そ
う

。

き
ち
が
い
犬
　
�
。
脛
の
短
い
犬
　
ひ

。
猛
き
犬
　
た
う

。
は
げ
し
い
犬
　
猛も
う

。
口
の

短
い
犬
　
�
。
尾
の
短
い
犬
　
　
。
…
…

神
社
に
行
く
と
必
ず
石
造
の
獅
子
と
狛
犬

こ
ま
い
ぬ

が
い
る
。「
左
・
獅
子
は
口
を
開
き
、

右
・
狛
犬
は
口
を
開
か
ず
角つ

の

あ
り
」（
類
聚
雑
要
抄
）
と
あ
り
、
佛
教
で
い
う
阿あ

吽う
ん

の
事
（
始
め
よ
り
終
り
ま
で
と
い
う
意
味
）
を
現
わ
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
霊
獣

を
宮
中
で
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
奈
良
時
代
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
獅
子
は
中
国

系
霊
獣
で
狛
犬
は
中
国
以
外
の
国
（
北
方
・
蒙
古
・
韓
国
等
）
の
霊
獣
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
方
面
を
研
究
さ
れ
発
表
さ
れ
た
論
文
に
前
長
崎
諏
訪
神
社
宮
司
上

杉
千
郷
氏
発
表
の
「
宮
中
儀
礼
に
お
け
る
獅
子
狛
犬
成
立
の
思
想
」（
神
道
史
論

叢
・
昭
和
五
九
・
図
書
刊
行
会
刊
）
が
あ
る
。

二

長
崎
の
美
術
工
芸
で
最
初
に
描
か
れ
て
い
る
犬
は
南
蛮
屏
風
に
登
場
し
て
く
る
。

南
蛮
屏
風
の
製
作
年
次
を
十
六
世
紀
末
よ
り
十
七
世
紀
初
と
す
れ
ば
、
其
の
間
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
船
が
入
港
し
た
町
は
長
崎
の
み
で
あ
り
、
其
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
人
達
が

上
陸
し
て
い
る
市
街
は
長
崎
の
街ま
ち

と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の
町
の

風
景
の
中
に
洋
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。

私
は
今
、
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
の
南
蛮
屏
風
や
大
阪
南
蛮
文
化
館
所
蔵
の
南
蛮

屏
風
の
図
録
を
み
て
い
る
。
其
処
に
も
街
中
を
走
り
廻
る
首
輪
を
つ
け
た
犬
や
、
大

き
な
傘
の
下
を
歩
く
カ
ピ
タ
ン
の
召
使
が
、
二
匹
の
白
と
茶
色
の
犬
に
首
紐
を
つ
け
、

お
伴
を
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
多
分
そ
の
頃
、
長
崎
の
町
に
は
こ
の
よ

う
な
洋
犬
が
飼
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
東
京
細
川
家
蔵
洋
人
奏
楽
図
や
大
阪

南
蛮
文
化
館
蔵
の
狩
猟
図
に
も
白
黒
ま
だ
ら
の
洋
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。

○
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
内
に
も
洋
犬
が
飼
わ
れ
て
い
た
事
は
、
石
崎
融
思
や

川
原
慶
賀
の
蘭
館
図
を
み
て
も
其
の
中
に
は
必
ず
犬
が
描
か
れ
て
い
る
事
で
了
解

さ
れ
る
が
、
洋
犬
を
多
く
取
り
あ
げ
て
描
い
て
い
る
も
の
と
し
て
は
「
長
崎
古
今

集
覧
名
勝
図
絵
」
を
み
ら
れ
る
と
よ
い
。

そ
れ
を
見
る
と
出
島
の
犬
は
洋
犬
で
、
何
か
き
れ
い
な
首
輪
が
は
め
て
あ
り
、
テ

ー
ブ
ル
の
す
ぐ
近
く
に
い
た
り
、
玉
突
部
屋
で
は
台
の
下
に
丸
く
な
っ
て
寝
て
い
る
。

又
他
の
ペ
ー
ジ
に
は
三
匹
の
図
が
あ
り
次
の
よ
う
な
説
明
書
が
記
し
て
あ
っ
た
。

蛮
国
の
飼
犬
　
容
形
は
痩
身
・
耳
太
く
た
れ
、
口
広
く
様
子
也
。
咬
み
合
う
至

っ
て
弱
く
狩
犬
等
に
難
成
也
。
是
に
綱
を
掛
け
る
程
　
犬
・
和
犬
よ
り
少
し
太

し
、
此
狩
犬
至
っ
て
妙
。
オ
ラ
ン
ダ
語
・
保
舞
登
と
云
う
。

○
長
崎
版
画
を
み
て
い
た
ら
其
処
に
も
犬
が
多
く
描
か
れ
て
い
た
。
其
の
中
で
も
一

き
わ
目
だ
っ
た
大
き
な
洋
犬
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
長
崎
文
錦
堂
が
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
九
月
七
日
ロ
シ
ア
皇
帝
使
節
が
長
崎
に
入
港
し
、
梅
ヶ
崎
の
地
に

一
時
、
宿
舎
を
許
さ
れ
上
陸
し
て
い
る
図
が
あ
り
、
其
の
版
画
に
は
ロ
シ
ア
人
と

大
き
な
洋
犬
が
描
か
れ
、
次
の
よ
う
な
文
が
記
し
て
あ
る
。

文
化
元
甲
子
年
九
月
七
日
ヲ
ロ
シ
ア
国
よ
り
使
節
の
役
人
　
長
崎
に
は
じ
め
て
渡

来
　
同
二
年
三
月
十
九
日
出
帆
す
。

使
節
名
　
ニ
コ
ラ
ァ
　
レ
サ
ノ
ッ
ト

此
獣
　
彼
国
エ
モ
居
ル
ヨ
シ
　
依
テ
写
ス
　
名
レ
ー
ウ
ー
と
唱
フ

長
崎
勝
山
町
　
文
錦
堂
版

こ
の
他
、
長
崎
の
犬
の
工
芸
品
と
し
て
は
、
国
宝
崇
福
寺
大
雄
宝
殿
内
に
置
か

れ
て
い
る
木
彫
十
八
羅
漢
の
一
人
は
犬
を
つ
れ
て
い
る
し
、
市
文
化
財
桶
屋
町
傘

鉾
の
幕た
れ

に
は
十
二
支
の
刺
繍
が
あ
り
、
其
の
中
に
む
つ
ま
じ
い
親
子
・
三
匹
の
犬

が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
長
崎
三
菱
造
船
所
内
占

勝
閣
に
は
山
本
芳
翠
筆
の
十
二
支
油
絵
が
あ
り
其
の

中
に
も
犬
が
描
か
れ
て
い
る
「
祇
王
」
図
が
あ
る
。

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
理
事
長
）

二
八
二
号

平
成
十
八
年
一
月
十
日

新
年
の
ご
挨
拶

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
会
長
）
久
保
　
博
之

長崎古今集覧名勝図絵より

せ
い

け
つ


